
教科書番号   　　3年 336/337　　4年 436/437　　5年 536/537　　6年 636/63761　啓林館 平成27年度用　内容解説資料C

たしかめ・
力だめし

ひろげよう単元導入 問題の
発見

予想・
計画

観察・ 実験 結果 考察・
結論

補充活動
読物

まとめよう

＊１時間 ＊6～8時間

＊１時間（本冊と共通）

学習の終わりに学習のはじめに

＊１時間（本冊と共通）

＊１時間
＊時数のめやす

単元の学習の流れ
（教科書本冊の紙面）

「わくわく理科プラス」
の活用場面

単元の学習のはじめに
本冊の「単元導入」に完全リンク。
問題づくりの場面をサポートします。

単元の学習の終わりに
本冊の「力だめし」に完全リンク。
単元末の活用の場面をサポートします。

・・・
｢わくわく理科プラス｣ は,
単元の学習のはじめと
終わりに特化した構成です。

平成27年度用 小学校理科教科書 別冊

今，子どもたちの言語力・表現力の育成が重視されています。理科の授業の中で，先生方は，問題づくりの場面で子ども

たちそれぞれの気づきや疑問を引き出したり，活用の場面で学習したことを活かして表現を広げるなど，さまざまに工夫

しておられるのではないでしょうか。こうした言語力・表現力を伸ばす授業をサポートできるよう，特に，理科学習のポイ

ントとなる単元の学習のはじめと終わりの場面で，子どもが自らの考えを「書く」ことによって具体的に表現するきっかけ

やヒントとして活用できるものが，今回，新しく設けた教科書別冊「わくわく理科プラス」です。これからの「科学リテラシー」

が求められる世界で活躍する子どもたちのために，これまでにない「よみ，かき，発信する教科書」として，すべての子ど

もたちの学習を支援し，確かな学力の定着を保障したいと考えています。つまり，教科書本冊の“導入とまとめ”をより充

実させる学習を提案する新しいスタイルの教科書，それが「わくわく理科プラス」です。

先生方へ



系統性のある内容では，以前の学習で身に付けた基本的な知識や技能を，しっ
かり確認してから新しい内容に進むことで，スタートラインを揃える効果があり，
子どもが自信を持って，主体的に学習に臨むことができます。

既習内容から

子どもたちの生活体験は，さまざまです。また，日ごろ体験していても，意識
していないことは多くあります。それらをあらためて思い出すことは，理科学
習へのウォーミングアップになります。

生活体験から

導入活動が単に“面白かった” といった感想だけで終わらないように，諸感覚を
通して見つけたことや，似ているものと比べて気づいた「同じところ」「違うと
ころ」などを，どんどん表現することから，問題づくりにつながります。

導入活動から

写真から導入する場面では，興味・関心を喚起する工夫や，写真のどんなとこ
ろに注目するか，何を読み取るかといった観点を持てるようにする発問が重要
になってきます。

資料写真から
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科学的な用語を自由に使えるようになることは，とても大切です。キーワー
ドを使った表現を，さまざまな機会に繰り返すことで，着実に表現力が身に
付いていきます。

学習した言葉を使って

理科の授業の中で学習したことを，少し視点を変えて，身の回りの生活に当て
はめてみると，さらに理解が深まります。また，理科の学習に対する有用感を
高めることができます。

身の回りに当てはめて

子どもたちは，単元の学習前後では，確実に“自然を見る目” が変わってい
ます。それを自分自身で比べられるようにすることで，学びや成長を実感し，
自己肯定感を育むことができます。

学習前後の自分を比べて

単元の学習を終えて，わかったこと，見方や考え方が変わったこと，もっと調
べてみたいと思ったことなどをかくことで，学習の成果が明らかになり，今後
の学習にもつながります。

単元全体をふり返って
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学習の終わりに



単元導入の場面で，子どもたちの気づきや疑問を　　引き出すきっかけに！

←

「月と太陽」の学習に必要な方位磁針
の使い方を確認（6年別冊 P.22）

←

日ごろ体験している温度をあらためて
思い出し（4年別冊 P.32）

←

生活科での学習経験も含めたふり返り
　（3年別冊 P.12）

←

3年生の「重さ」の学習や日ごろの経験を，
　 しっかり確認（5年別冊 P.32）

電気の学習では「回路，＋極，－極」などの知識が，
天体の学習では「方位磁針」を使う技能が必須であ
るように，理科学習には，“レディネスチェック” が必
要な場面が多くあります。

「わくわく理科プラス」各単元冒頭の「思い出してみ
よう」では，内容の系統性をもとに，ぜひ押さえて
おきたい既習事項をピックアップして，易しい発問と
ともに，確実に思い出せるようにしています。
また，関連する日常経験を，理科的な観点から取り
上げることで，スムーズに学習に入れるようにして
います。
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楽しい体験活動からの導入では，単に「面白かった」
だけで終わってしまいがちです。そこで，自分の発
見や気づきを書き残しておける紙面を設定しました。
逆に，直接体験しにくい内容を資料写真から導入する
ときは，興味・関心が低くなってしまいがちです。そ
こで，手を動かして作業でき，考える“きっかけ” にな
る紙面を設定しました。
このように，自分なりの考えも，かくことによって具
体的に整理でき，話し合いが進みやすく，協働学習も
しやすくなります。

単元導入の場面で，子どもたちの気づきや疑問を　　引き出すきっかけに！

←

楽しい影踏み遊びの活動の後で，
　気づいたことを記入（3年別冊 P.23）

←

水の状態変化について，温度の観点か
ら見通しを持つ（4年別冊 P.33）

←

地面の下を想像してかいてみることで，
興味を喚起（6年別冊 P.27）

→

ものを溶かす活動の後で，自分の考え
を図や言葉で表現（5年別冊 P.33）
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単元末の場面で，子どもたちがスモールステップ　　 で考え，表現するヒントに！

←

学習した光の性質を，カーテンの閉め方
に当てはめる（3年別冊 P.28）

←

太枝切りばさみのしくみを，支点 ･力点 ･
作用点で説明（6年別冊 P.32）

←

光電池の性質から，宇宙で利用できる
よさがわかる（4年別冊 P.10）

→適切なグラフを選んで読み取る問題を，
一歩ずつ解決（5年別冊 P.34）

学習したことを“机上の知識” だけに終わらせずに，
身の回りの生活などに適用することは，とても大切
ですが，そのような表現活動に慣れていないと，な
かなか難しく感じてしまいがちです。
そこで，教科書本冊で紹介した思考力・表現力を育
てる「力だめし」の問題をそのまま再掲し，それに
スモールステップのヒントを設けて，一歩ずつ取り
組めるようにしました。
子どもにとっても先生にとっても，どこでつまずい
たかが把握でき，思考力・表現力を伸ばすことがで
きます。

6



単元末の場面で，子どもたちがスモールステップ　　 で考え，表現するヒントに！

←

「日光，かげ」などの言葉をヒントに，
感想を記入（3年別冊 P.25）

←

各学年の最後には，1年間をふり返る
場面も設定（4年別冊 P.44）

←

イメージマップを活用したコーナーも
掲載　（6年別冊 P.5）

→

ものの溶け方について，学習前後の考えの
変化を知る（5年別冊 P.35）

「力だめし」の後には，学習の感想をかいておける
場を用意しました。子どもにとっては素直な感想を
かけるスペースになり，先生にとっては学習後の子
どものすがたを見て取れるコーナーになればと願っ
ています。
なお，いくつかの単元では，「もう一度考えよう」として，

「学習のはじめに」での問いとまったく同じ問いを
掲載しました。学習前後の記述を比べることで，変
化がとらえやすく，自身の学びや成長を実感すること
ができます。また，かき残したこれらの記録は，ポー
トフォリオとして，いつでもふり返ることができます。
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家庭学習に活用する，地域版の理科
ノート， プリントやワークシート，市販
のワークブックと併用するなど，地域
や学校，先生のご授業プランに合わ
せて，いろいろな使い方が可能です !
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　この「わくわく理科プラス」 では，「学習のはじめに」 で，既に学んだこ
とを確認したり，これから学ぶことについての自分なりの考えを自由に表
現したりします。また，「学習の終わりに」で，力だめしの問題を一歩ず
つ着実に解いていく中で，学んだことをしっかりと振り返ります。つまり，
学習の前後を比べて，“できるようになったこと” がわかる構成になってい
ます。
　この「わくわく理科プラス」 を，学校での学習だけでなく，家庭学習にも
ぜひご活用ください。子どもたちが「わくわく理科プラス」 を通じて，自分
自身の成長を感じ，自分に自信をもって学習していくことを願っています。

全学年の裏表紙に「保護者の方へ」のメッセージを掲載し，
「わくわく理科プラス」のねらいを伝えるとともに，家庭
学習にもご活用いただけるようにしました。

←自分の呼吸の実験か
ら，生物全体へと視
野を広げる問題　　

（6年別冊 P.44）

※指導書で「わくわく理科プラス」の内容について，完全サポートします（→「内容解説資料B」P.54～ 55）。

本冊巻末付録のコーナーポ
ケットを取り付けると，「わく
わく理科プラス」を本冊巻
末に収納できます !

←会話文や実験計画
の図を読み取って，
説明する問題

　（5年別冊 P.42）

各学年の最後には，複数の単元を横断するような「学年末問題」も掲載して，
これまでの積み重ねを確認することができるようにしています。

保護者の方へ

学年末問題

家庭学習への対応
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